
＜上：対面通行時代、下：一方通行時代＞

そ
れ
ま
で
の
御
堂
筋
は
、
延
長
約
１
．
３

ｋ
ｍ
・
幅
員
約
６
ｍ
あ
ま
り
で
、
古
い
商
家
・

長
屋
が
ぎ
っ
し
り
建
ち
並
ん
で
い
た
が
、
こ

こ
に
延
長
約
４
．
４
ｋ
ｍ
・
幅
員
約
４
４
ｍ

の
新
し
い
御
堂
筋
が
計
画
さ
れ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
路
面
中
央
に
市
電
を

走
ら
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
最
終
計
画
決

定
で
淀
屋
橋
以
南
難
波
ま
で
の
軌
道
を
計
画

か
ら
外
し
地
下
に
高
速
鉄
道
を
配
置
し
、
中

央
部
を
高
速
車
道
、
そ
の
両
側
を
緩
速
車
道
、

さ
ら
に
そ
の
両
側
を
歩
道
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
区
分
す
る
よ
う
に
四
列
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木

を
配
置
し
た
。

建
設
当
初
は
、
南
北
対
面
通
行
で
あ
っ
た

が
、
御
堂
筋
の
交
通
量
の
増
加
と
渋
滞
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
４
５
年
の
大
阪
万

国
博
覧
会
に
合
わ
せ
て
、
現
在
の
南
行
き
の

一
方
通
行
と
な
っ
た
。

御
堂
筋
は
こ
れ
ま
で
、
景
観
的
、
交
通
機

能
的
に
優
れ
た
大
幹
線
道
路
と
し
て
、
沿
道

に
金
融
機
関
等
を
呼
び
込
み
、
都
心
部
の
風

格
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
イ
チ
ョ

ウ
並
木
や
沿
道
建
物
に
よ
る
遠
近
法
が
効
い

た
奥
行
き
と
見
通
し
が
美
し
い
風
景
を
創
り

上
げ
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

＜現在の御堂筋＞

御
堂
筋
線

断面構成 

位置図 

本線

44m

13m4.5m5.5～6m 5.5～6m5～5.5m 4.5m 5～5.5m

側道 側道歩道 歩道植栽帯 植栽帯

５～５.５ｍ６ｍ ５～５.５ｍ ６ｍ ４～４.５ｍ４～４.５ｍ １３ｍ

４４ｍ

＜大阪市所蔵＞ 

＜大阪歴史博物館所蔵＞ 

＜大阪市所蔵＞ 
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名称 
御堂筋線 

（国道 25号、国道 176号）

経緯 

T１０年 第１次都市計画事業の認可  

T１３年 受益者負担金制度を導入 

T１５年 御堂筋の工事着手 

S１２年 工事完了（御堂筋開通） 

S３３年 一級国道の指定区間を指定する政令 

により建設大臣の管理となる 

S４５年  一方通行化（大阪万国博覧会開催） 

S５７年 御堂筋プロムナード完成 

     （梅田新道～大江橋北詰交差点） 

H２０年 淀屋橋・大江橋が重量文化財に指定 

H２４年 御堂筋が大阪市管理となる 

延長 約 4.2ｋｍ 

種級 広路 

幅員 

約 44ｍ 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

46％～48％（現在） 

街路樹 イチョウ 

御
堂
筋
は
、
大
阪
の
代
表
的
な
繁
華
街
で
あ

る
キ
タ
（
梅
田
）
と
ミ
ナ
ミ
（
難
波
）
を
結
ぶ

大
阪
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
。

当
時
の
市
長
で
あ
っ
た
關
一
は
「
本
市
最
高

の
機
能
を
達
成
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
阪

の
中
心
街
路
た
る
に
恥
じ
ざ
る
幅
員
と
体
制

を
備
え
る
」
と
し
、
第
１
次
都
市
計
画
事
業
の

広
路
第
１
号
線
と
し
て
、
大
正
１
５
年
に
建
設

を
開
始
し
た
。

事
業
は
、
大
阪
都
市
計
画
事
業
道
路
新
設
拡

築
受
益
者
負
担
規
定
に
よ
る
民
間
資
金
と
市

債
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
昭
和
１
２
年
に
完
成

し
、
都
市
の
機
能
性
と
緑
地
空
間
を
豊
か
に
備

え
た
大
阪
市
都
市
計
画
事
業
の
最
初
に
し
て

最
大
の
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

大阪市 

御堂筋
み ど う す じ

線
せ ん

＜拡幅当時の御堂筋＞

諸元表 

拡幅前           拡幅後 
＜出典：大阪歴史博物館所蔵＞ 
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